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学級目標
どんなときでもHAPPYに輝け！

絆を深める１－１！
具体的な取り組みや姿

〇自ら人が喜ぶストロークを送る（肯定的ストローク）

〇けんかしない

〇一人一人が活躍する（学級活動や委員会活動など）

〇一人一人の個性を認める（違いを大切にする）

〇遊びと授業のメリハリ（授業は集中して聞く・話す）

〇一人一人笑い合えるクラスにするため協力をする



具体的な取り組み
•週２回の学級通信（担任の思いや考え ＋ クラスの様子）

•朝と終わり会の子ども司会

• ストローク

•提出物チェックシート

•聞く姿勢などの価値づけ

•失敗の価値づけ（自己紹介、ナイストライ！！）

•学級掲示物（生徒デザイン）

• クラスのキャラクター作成（絵がうまい子の活躍の場）

原版

デフォルメ版



気になる生徒Kくん① ４月の見取り

• Kくんについて

小学校時は毎日遅刻して登校

（登校前にはセブンイレブンでゆっくりしていることも）

キックボクシングを習っている

中学校に入って頑張ろうとしているが落ち着かない

わかっているけどやりきれないところがある

勝ち負けに敏感



気になる生徒Kくん② ７月までの様子
•大きくトラブルは減る。しかし、トラブルの原因を作っている自覚が薄い。

•周りに追い付こうとする姿が出てくる。「提出物俺出来てるやんな？」
「俺ちゃんとやることやったで」

•成績を見てさすがに頑張らないといけないという気持ちに。

•怖い存在ではなく、周りに溶け込めている

•自分がしたことについて素直に認める

•教師と本人の関係は一定築けている→学年の先生へ

•一目を置く生徒の言うことをしっかり聞く

•勉強のわからなさを隣の人に聞く 優しくかかわる女子の存在

•小学校でお世話になった先生の誕生日に花を持っていく



５月



７月



クラマネの比較

クラマネ１回目 クラマネ２回目



クラマネからの分析
〇毎週の目標設定

一点突破を目指していく上での共通意識をつくれた。授業を中心にけじめを意識したことで、前回よりもけじめのポイントが上がっている。

△女子への関わり

学校への登校が少ない生徒を中心に関わる機会が少なかった。朝の交流など含めて個々に話す時間を作っていく必要がある。心配の声かけはできているが、対話にはなっていない。

☆まとまりにむけて

二学期は行事を活用してまとまりを高めていけるようにする。合唱コンクールはクラスで関わる時間が多いので、まずは全体のイメージを委員とともにつくり練習を行い、振り返っていけ
るようにする。

〇ペア学習やグループ学習

生徒の振り返りからも活動がしっかりできているということで意見が出ていた。今後も生徒をつなげていく活動を進めていく。

〇価値観の共有

トラブルを教材にして、道徳の授業や学活を活用して自分と相手を大切にすることを伝えていく。一定のルールをみんなで守っていく意識を今後も高めていく。

△授業などの作法や約束の徹底

教師が意図していない自由や発言の不規則性、授業開始後に荷物を取りに行くなどを細かな部分ではあるが夏休み明けからの再確認をしていく。

〇他者への声かけ

前回よりも互いに注意できるようになっている。そのため、クラスのけじめがあがったことが考えられる。そのため、やすらぎも上がっているのかも。

☆個々の心の課題

全体としてのバランスは良くなっているが、個々に課題を抱えているので個別に関わって寄り添う時間が必要になってくる。

△Ｉくんの存在

Ｉくんが欠席していた日数も多いので、前回の反省である全員を巻き込んだ学級づくりにはなっていない。

△肯定的な声かけの継続

日々の疲れもあり、主語が大きくなり「その子」をしっかりと見る目が落ちている。休んで回復することも仕事のうちである。

〇 効果あり
△ 改善の余地あり
☆ 早急に対応する



多面的・多角的にみる

多面的の例
経済、産業、自然環境、人口など

多角的の例
為政者、大人、子ども、生産者、
消費者など





夏休み中の取り組み

• Iくんを児童相談所とつなぐ＋登校日の設定

• Kくんの様子を家庭訪問で知る

•合唱コンクールなどの行事に向けた見通し作成

•自己研鑽 研修への参加と学級の様子などの振り返り



夏休み明けからの取り組み

•全体のルールや約束の確認

→みんなが気持ちよく過ごしていくために

•夏休み明けの様子の聞き取り

→本人や家庭の変化をつかむ

•行事に向けた意識づけ

→クラスとして目指す姿の共有とまとまりの向上

•評議委員、音楽祭委員など係の生徒の活躍とその調整

→委員の子が活躍しやすい環境づくり


